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１．研究計画の概要 
文芸の諸ジャンルにおけるアジアのイメー
ジの比較、自己と他者の表象比較、グローバ
ル化と地域文化の関連を中心テーマとして、
以下の活動を行った。 
(1) 現地調査：ユーラシアの文化的･民族的
混交地域への現地調査。 
(2) 海外研究者との研究連携：インド文化社
会学の専門家を招聘し、インド文化の変容に
関する共同研究を行う。 
(3) プロジェクト研究員の雇用：中国文化学
専門の若手研究者をプロジェクト研究員に
採用し、ユーラシア比較文化学の幅を広げる。 
(4)国際シンポジウムの開催：ユーラシア地
域大国におけるアジアのイメージをテーマ
とした国際シンポジウムを行う。 
(5) 海外における研究発表：国際的なシンポ
ジュウムなどでユーラシアの比較文化に関
する研究発表を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)現地調査：南インド（井上、杉本）、ロシ
ア（望月、高橋沙奈美(研究協力者)）、中国
西部（武田）の調査を行い、さらに現地の研
究施設・専門家の協力で、情報収集と意見交
換を行った。 
(2) 海外研究者との連携： インド社会文化
学の専門家シュリニヴァス教授（文化社会研
究センター：バンガロール）を大東文化大学
に招聘し、井上貴子研究分担者との協力で、
インド文化の変容とユーラシア比較文化に
関する共同研究を行った。 
(3) プロジェクト研究員の雇用： 中国思想
研究の専門家住家正芳氏を雇用、東京大学と
北海道大学にて村田雄二郎教授・武田雅哉教
授との連携で、中国思想と日本・アジア諸国

との関連に関する共同研究を行った。 

(4) 国際シンポジウムの開催： 2010年7月8

日9日に北海道大学で、ユーラシア地域大国に

おけるアジアのイメージをテーマとした国際

シンポジュウムを開催。論点は中国のサブカ

ルチャー、アジアの表象、音楽における東と

西、宗教とイデオロギー、越境する作家たち

、場所の精神。総報告数21、外国人パネリス

ト14名。前後には、東京と京都で関連の催し

を行開催。成果集は近刊。 

(5) 国際学会での研究発表：国際中欧東欧研

究協議会大会（ストックホルム, 2010年7月）

、国際トルストイ・シンポジウム（高麗大学(

韓国), 2010年10月)、Religion and Media: 

Transcultural Perspectiveシンポジウム（フ

リードリヒ・アレクサンダー大学（ドイツ, 

2010年11月）などの国際学会で、ユーラシア

地域大国の比較文化に関連した発表を行った

。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
研究活動については、おおむね予定通り進行
し、内容的にも充実した成果が得られた。国
際的な研究者や研究拠点にも、本研究の意義
が評価され、インドの文化社会研究センター
やドイツのフリードリヒ・アレクサンダー大
学など、連携を希望する組織も現れた。ただ
し、複数の方向に深まっていく研究を一つの
目的地に収れんさせるための理論的な工夫
においては不十分な点があるため、今後はそ
の点の改善を試みたい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)この研究によって生まれてきた国際的な



ユーラシア文化研究者のネットワークを生
かし、海外における国際シンポジウムの開催
や、国際学会におけるパネル組織などを積極
的に行い、研究成果の国際化に努める。 
(2)若手研究者を協力者として組織した国内
での大規模な研究会、討論会を組織する。研
究者だけでなく、創作者や思想家なども組織
した、発展的な研究展開を目指す。 
(3)研究成果を一つのユーラシア比較文化研
究に収れんさせるための、理論的枠組の深化
を目指す。また震災など不測の非日常的な状
況下での比較文化研究のあり方や意味につ
いても特別な検討を深める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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